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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源投入後、無線接続可能な無線端末を検索するための事前スキャンが必要な状態か否
かを、画面に画像データが表示されているか否かにより判断する事前スキャン要否判断部
と、
　前記画面に前記画像データが表示されており前記事前スキャンが必要と判断された場合
、無線モジュールを介して前記事前スキャンを実行する事前スキャン実行部と、
　送信対象のデータの指定を受け付ける指定受付部と、
　ユーザからの無線接続要求に応じて、無線接続可能な無線端末を検索するための本スキ
ャンを無線モジュールを介して実行し、本スキャン結果に基づいて送信先の無線端末の指
定を受け付け、指定された無線端末に対して前記送信対象のデータを前記無線モジュール
を介して送信する送信制御部であって、前記事前スキャンによるスキャン結果を、前記本
スキャンによるスキャン結果に先立って利用して前記送信先の無線端末の指定を受け付け
る送信制御部と、
　を備え、
　前記送信制御部は、前記送信対象のデータの指定を受け付ける前に、前記事前スキャン
によるスキャン結果で得られた無線端末の解像度に適合するように前記画面に表示された
前記画像データの解像度を変換した画像データを生成し、送信対象のデータとして前記画
面に表示された前記画像データが指定された場合に、予め解像度を変換した画像データを
送信する
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　ことを特徴とする無線端末。
【請求項２】
　請求項１に記載の無線端末において、
　データを記憶する記憶装置を備え、
　前記事前スキャン要否判断部は、電源投入後、前記記憶装置の空き記憶容量が所定の下
限容量より少ない場合に、事前スキャンが必要と判断する、
　ことを特徴とする無線端末。
【請求項３】
　請求項１，２のいずれか１つに記載の無線端末において、
　前記事前スキャンのスキャン期間は、前記本スキャンのスキャン期間よりも短い、
　ことを特徴とする無線端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線モジュールを備える無線端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）などの無線通信を行うための無線モジュールを
備えたデジタルカメラなどの撮像装置が提案されている。そのような撮像装置は、撮像し
た画像データをパーソナルコンピュータや携帯情報機器等の外部機器に取り込む際に、無
線モジュールを利用する。
【０００３】
　ところで、無線モジュールは、一般に無線端末と通信路を確立した後は、その通信路を
保持しておくために無線端末との間で常に交信を行う必要がある。よって、無線モジュー
ルの駆動にはある程度の電力消費を伴う。一方、撮像装置は、電気容量に制限のある電池
で駆動されることが多い。よって、撮像装置は、無駄な電力消費をできるだけ抑えること
が望まれる。つまり、撮像装置に搭載された無線モジュールによる電力消費も可能な限り
低減することが望まれる。
【０００４】
　特許文献１には、アクセスポイントとのデータ送受信を行う無線通信モジュールを接続
することが可能なコンピュータ装置として、次のようなコンピュータ装置が開示されてい
る。コンピュータ装置は、アクセスポイントと通信可能か否かを判定し、通信可能な場合
には、次のスキャン処理までのスキャン間隔時間Ｔをｔ１に設定する。一方、コンピュー
タ装置は、通信不可能な場合には、スキャン間隔時間Ｔをｔ１より長いｔ２に設定する。
【０００５】
　特許文献２には、ズームモータによるズーム動作や閃光装置の充電動作時のように比較
的大きな電力を消費する撮影関連動作時には、画像データの送信動作を禁止することが開
示されている。
【０００６】
　特許文献３には、撮影された画像データを撮像直後に送信する送信モードと、撮影され
た画像データを撮影直後に記憶媒体に記録する保存モードとを切り替え可能なデジタルカ
メラが開示されている。このデジタルカメラは、カメラ起動時に画像送信可能な否かの判
定を行う。判定の結果、このデジタルカメラは、画像データを送信可能な場合には、送信
モードで起動し、画像データを送信不可能な場合には、保存モードで起動する。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１０８２７１号公報
【特許文献２】特開２００３－３４８４１３号公報
【特許文献３】特開２００４－１５８９４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　ところで、撮像装置は、例えばユーザからの接続要求を受けて、無線モジュールを起動
し、無線モジュールを介して、接続先となる無線端末の検索を行った後、検索された無線
端末との間で通信路を確立する。しかし、無線端末の検索や通信路の確立には、ある程度
の時間を要する。そこで、常に無線モジュールを起動しておき、ユーザからの接続要求の
有無に拘わらず無線端末の検索等の処理を事前に実行しておくことも考えられる。しかし
、無線モジュールを常に起動しておくと、不要な電力消費が増加する。
【０００９】
　本発明は、無線モジュールを備えた撮像装置において、不要な消費電力の増加を抑制し
、かつ無線端末との通信路の確立に要する時間を短縮することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る無線端末は、電源投入後、無線接続可能な無線端末を検索するための事前
スキャンが必要な状態か否かを、画面に画像データが表示されているか否かにより判断す
る事前スキャン要否判断部と、前記画面に前記画像データが表示されており前記事前スキ
ャンが必要と判断された場合、無線モジュールを介して前記事前スキャンを実行する事前
スキャン実行部と、送信対象のデータの指定を受け付ける指定受付部と、ユーザからの無
線接続要求に応じて、無線接続可能な無線端末を検索するための本スキャンを無線モジュ
ールを介して実行し、本スキャン結果に基づいて送信先の無線端末の指定を受け付け、指
定された無線端末に対して前記送信対象のデータを前記無線モジュールを介して送信する
送信制御部であって、前記事前スキャンによるスキャン結果を、前記本スキャンによるス
キャン結果に先立って利用して前記送信先の無線端末の指定を受け付ける送信制御部と　
を備え、前記送信制御部は、前記送信対象のデータの指定を受け付ける前に、前記事前ス
キャンによるスキャン結果で得られた無線端末の解像度に適合するように前記画面に表示
された前記画像データの解像度を変換した画像データを生成し、送信対象のデータとして
前記画面に表示された前記画像データが指定された場合に、予め解像度を変換した画像デ
ータを送信することを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る無線端末の１つの態様では、データを記憶する記憶装置を備え、前記事前
スキャン要否判断部は、電源投入後、前記記憶装置の空き記憶容量が所定の下限容量より
少ない場合に、事前スキャンが必要と判断することを特徴とする。
【００１３】
　本発明に係る無線端末の１つの態様では、前記事前スキャンのスキャン期間は、前記本
スキャンのスキャン期間よりも短いことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、無線端末は、電源投入後に必要に応じて事前にスキャンを実行し、当
該スキャン結果を、無線接続要求に応じて実行されるスキャン結果に先立って利用して送
信先の無線端末の指定を受け付ける。よって、無線接続要求に先だってスキャンを行わな
い場合と比較して送信先の無線端末との通信路の確立をより迅速に行うことができる。さ
らに、電源投入後、必要に応じて事前にスキャンを実行することで、電源投入後、常に無
線モジュールを起動してスキャンを実行するよりも、消費電力の増加を抑制することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明を実施するための最良の形態を具体的に示す実施形態について、以下図面を用い
て説明する。
【００１７】
　図１は、本実施形態に係るデジタルカメラの機能ブロックを示す図である。
【００１８】
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　図１において、デジタルカメラは、カメラの機能を実現するための各部１０～１８と、
他の無線端末と無線通信を行う無線モジュール２０と、カメラ全体を制御する制御部３０
と、を備える。
【００１９】
　本実施形態に係るデジタルカメラは、撮像した画像データなどを画面に表示し、表示さ
れた画像データの中から所望の画像データをユーザに選択させる。さらに、デジタルカメ
ラは、他のデジタルカメラ、印刷装置、携帯電話、パーソナルコンピュータなどユーザに
指定された無線端末との間で無線モジュール２０を介して無線通信を行い、選択された画
像データの送信を行う。このようなデジタルカメラにおいて、本実施形態では、消費電力
の増加を抑制しながら、ユーザにより選択された画像データをより迅速に指定された無線
端末に送信する。なお、本実施形態では、無線端末としてデジタルカメラを例に説明する
。しかし、データを表示する表示部と、表示されたデータからユーザが送信対象のデータ
を選択できるユーザインタフェースと、選択されたデータを無線送信する無線モジュール
とを備える無線端末であれば、デジタルカメラ以外の他の装置においても適用可能である
。
【００２０】
　以下、デジタルカメラを構成する各部について詳細に説明する。
【００２１】
　撮像部１０は、入射光を光電変換することで生じる画像信号を垂直転送および水平転送
するＣＣＤやＣＭＯＳなどの固体撮像素子を含む。さらに、撮像部１０は、固体撮像素子
から出力されたアナログの画像信号に対して相関二重サンプリングを行うことでノイズ除
去を行う。さらに、撮像部１０は、ノイズ除去された画像信号を、撮像感度（例えば、Ｉ
ＳＯ感度）に応じた増幅率で増幅し、増幅されたアナログの画像信号をデジタルに変換し
て画像処理部１２に出力する。
【００２２】
　画像処理部１２は、撮像部１０から出力された画像信号に対して、ホワイトバランス処
理、画素補間処理、エッジ処理など所定の画像処理を行い、１フレーム分の画像信号を画
像データとして表示部１６に表示し、あるいは記憶部１４に保存する。表示部１６は、画
像処理部１２から出力される画像データを順次表示することで、電子ビューファインダと
して機能する。また、表示部１６は、記憶部１４に保存された画像データの中から指定さ
れた少なくとも１つの画像データを表示する。操作部１８は、シャッタボタン、撮像条件
を設定するための操作ボタン、記憶部１４に記憶された画像データの表示を指示するため
の再生ボタンなど、ユーザが撮像装置を操作するためのユーザインタフェースである。
【００２３】
　無線モジュール２０は、周知の無線通信方式に準拠した無線インタフェースを提供する
モジュールであり、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）に準拠したモジュールであ
る。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）において形成されるネットワークの単位を示す「ピ
コネット」では、１つの無線モジュールが「マスター」となり、最大７つの無線モジュー
ルが「スレーブ」となることができる。つまり、合計８つの無線モジュールが１つのピコ
ネットを形成することができる。なお、本実施形態では、無線通信方式の一例としてＢｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）に準拠した無線モジュールを挙げて説明するが、ＩＥＥＥ　
８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂ、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＵＳＢなどの各種無線
通信方式に準拠した無線モジュールを用いることができる。
【００２４】
　無線モジュール２０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）に準拠して無線通信により画
像データなどのデータを送信あるいは受信する。無線モジュール２０は、各種動作モード
に基づいて動作する。動作モードは、不要な電力消費を抑制することなどを考慮して規定
される。例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）では、スタンバイモード、問い合わせ
モード、呼び出しモード、省電力モードなどが規定されている。
【００２５】



(5) JP 5123549 B2 2013.1.23

10

20

30

40

50

　ここで、スタンバイモードとは、他の無線端末からのメッセージを待っているだけのリ
ッスン状態のことをいう。問い合わせモードは、マスターの無線モジュールが近傍にある
他の無線端末に問い合わせパケットを送信し、スレーブの候補となる他の無線端末の身元
の認証を行う状態のことをいう。また、呼び出しモードは、マスターが認証した無線端末
をスレーブとして自身のピコネットに参加させる状態のことをいう。
【００２６】
　さらに、省電力モードとしては、パークモード、ホールドモード、スニフモードなどが
規定されている。ホールドモードとは、マスターとスレーブの接続を維持した状態で、マ
スターとスレーブとの間で互いに識別するためのAM＿ADDR（Active Member Address）を
保持した状態のままスリープ状態に入るモードのことをいう。また、スニフモードとは、
マスターとスレーブの接続を維持した状態で、AM＿ADDRを保持した状態のままリッスンの
間隔を長くするモードのことをいう。さらに、パークモードとは、マスターとスレーブが
接続された状態で、AM＿ADDRを開放してスリープ状態に入るモードのことをいう。パーク
モードに移る前にPM＿ADDR（Parked member Address）又はAR＿ADDR（Access RequestAdd
ress）がマスターから与えられる。
【００２７】
　以上のように、無線モジュール２０は、各動作モードに従って動作する。
【００２８】
　制御部３０は、ＣＰＵさらにはその周辺回路を含むハードウェアとこれらＣＰＵあるい
は周辺回路に設けられたメモリに予め格納されているプログラムとを協働させることによ
り機能する。制御部３０は、上述したカメラの機能を実現するための各部１０～１８を制
御する。また、無線モジュール２０を介してマスターあるいはスレーブとなる無線端末と
の間で、画像データ等の送信あるいは受信を行う。制御部３０は、例えば、画像データを
画面に表示し、ユーザに送信対象の画像を選択させる。その後、送信先と通信路を確立さ
せることができれば、無線モジュール２０を介して送信する画像データを送信することが
できる。しかし、送信先の候補となる無線端末を無線モジュール２０を介してスキャンし
、通信路を確立するには、ある程度の時間を要する。
【００２９】
　そこで、本実施形態では、ユーザが画像データを画面に表示する場合には、その後表示
された画像データを他の無線端末に送信する可能性があると予測して、無線接続要求に先
立って事前にスキャン（以下、「事前スキャン」と称す。なお、無線接続要求に応じて行
うスキャンのことを「本スキャン」と称す）を実行する。このように、無線通信の可能性
を予測して予めスキャンを実行しておくことで、実際に無線通信を行う場合に、接続先と
の通信路の確立に要する時間を短縮することができる。
【００３０】
　図２は、操作部１８を介してユーザからの表示要求が制御部３０に入力された場合に無
線モジュール２０が行う処理手順を示すフローチャートである。
【００３１】
　無線モジュール２０は、例えばユーザが再生ボタンを押下した場合に制御部３０に表示
要求が入力されたことを検知すると（Ｓ１００）、その表示要求に応じて問い合わせモー
ドに移行して、事前スキャンを実行する（Ｓ１０２）。なお、本実施形態では、ユーザが
再生ボタンを押下したことに対応して操作部１８から出力される表示要求を検知した場合
に、事前スキャンを実行する場合を例に説明する。しかし、画面に画像データが表示され
る条件であれば、再生ボタンの押下以外の条件でも事前スキャンを実行しても構わない。
例えば、操作部１８が画像データを送信する送信ボタンを備え、送信ボタンが押下される
ことに対応して画面に画像データが表示されるのであれば、送信ボタンの押下に応じて事
前スキャンを行ってもよい。また、カメラの起動時に画面に画像データが表示されるので
あれば、カメラの起動に応じて事前スキャンを行ってもよい。
【００３２】
　ここで、事前スキャンの実行期間は、後述する無線接続要求に応じて行われる本スキャ
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ンの実行期間と比べて、短く設定することができる。一般に、スキャン期間が長いほど、
スキャンを実行する端末（マスター）から遠いエリアに存在する端末（スレーブ）を発見
することができる。一方、デジタルカメラから他の無線端末に画像データを送信するケー
スとしては、ユーザ間で画像データのやり取りを行うケースや、デジタルカメラの画像デ
ータを印刷するためにプリンタに画像データを送信するケースなどが考えられる。このよ
うなケースでは、マスターとなる端末とスレーブとなる端末とは比較的近距離に存在する
が場合が多いと考えられる。そこで、スキャンの実行期間を短く設定しても所望の接続先
を発見できる可能性が高い。また、スキャンの実行期間が短いと、無線モジュール２０で
消費する電力を抑制することもできる。そこで、事前スキャンの実行期間は、本スキャン
の実行期間と比べて短く設定してもよい。
【００３３】
　さて、無線モジュール２０は、事前スキャンによりスレーブとなる無線端末を検索する
ことができた場合（ステップＳ１０４の判定結果が、肯定「Ｙ」）、つまり、自身のピコ
ネットに参加するスレーブが存在する場合、各スレーブとの間でピコネットを形成する。
さらに事前スキャン結果を制御部３０に通知する（Ｓ１０８）。制御部３０は、事前スキ
ャン結果に基づいて、接続可能な無線端末を識別する端末情報の一覧を示す送信先リスト
を生成し、その送信先リストを保持しておく。その後、無線モジュール２０は、自己のピ
コネットを維持したまま、省電力モードへ移行する（Ｓ１１０）。一方、無線モジュール
２０は、事前スキャンによりスレーブとなる無線端末を検索できなかった場合（ステップ
Ｓ１０４の判定結果が、否定「Ｎ」）、無線モジュール２０は機能を停止する（Ｓ１０６
）。つまり、無線モジュール２０への電力供給が停止される。
【００３４】
　その後、無線モジュール２０は、制御部３０から無線接続要求を検知すると（Ｓ１１２
）、スタンバイモードへ移行する。（Ｓ１１４）。さらに無線モジュール２０は、問い合
わせモードに移行して、本スキャンを実行し（Ｓ１１６）。本スキャン結果を制御部３０
に通知する（Ｓ１１８）。
【００３５】
　以上の通り、無線モジュール２０は、例えばユーザが再生ボタンを押下することなどに
より画像データが画面に表示されることに対応して、本スキャンに先立って事前スキャン
を実行する。これにより、無線モジュール２０は、無線接続要求に伴う本スキャンを実行
する前に自己をマスターとしたピコネットを予め形成する。よって、実際にユーザから無
線の接続要求を受けた場合には、事前にピコネットが形成されているため、より迅速に画
像データの送信等の処理を実行することができる。
【００３６】
　図３は、ユーザが再生ボタンを押下するなどして操作部１８から画像データの表示要求
が入力された場合に制御部３０が実行する処理手順を示すフローチャートである。
【００３７】
　図３において、制御部３０は、例えば操作部１８を構成する再生ボタンがユーザに押下
されたことに対応して、操作部１８からの表示要求を検知する（Ｓ２００）。次いで、制
御部３０は、表示要求に応じて記憶部１４に保存された画像データを表示する（Ｓ２０２
）。なお、表示される画像データは、例えば、最初あるいは最後に撮像された画像データ
、若しくは、前回画面表示された画像データである。また、複数の画像データのサムネイ
ルにより構成される一覧画像データでもよい。
【００３８】
　続いて、制御部３０は、表示された画像データの中から操作部１８を介して送信対象の
画像データの指定を受け付ける（Ｓ２０４）。例えば、画面に表示される画像データの中
から所望の画像データをユーザが選択し、その選択を検知することで、送信対象の画像デ
ータの指定を受け付ける。さらに、制御部３０は、操作部１８を介してユーザからの無線
接続要求を検知した場合（ステップＳ２０６の判定結果が、肯定「Ｙ」）、無線モジュー
ル２０に対して無線接続要求を出力する（Ｓ２０８）。なお、制御部３０は、例えば以下
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のように無線接続要求を検知する。すなわち、例えば送信対象の画像データの指定を受け
付けた場合に、制御部３０は、指定された画像データを送信するか否かの問い合わせを表
示部１６を介して行う。その後、その問い合わせに対するユーザからの応答として、送信
を希望する旨の回答がされた場合に、操作部１８から無線接続要求の入力を受ける。これ
により、制御部３０は、無線接続要求を検知する。
【００３９】
　続いて、制御部３０は、上述の事前スキャンの結果に基づいて生成された送信先リスト
を保持している場合には（ステップＳ２０８の判定結果が、肯定「Ｙ」）、その送信先リ
ストを表示部１６に表示する（Ｓ２１０）。事前スキャンに基づく送信先リストを表示し
た後、もしくは事前スキャンの送信先リストを保持していない場合（ステップＳ２１０の
判定結果が、否定「Ｎ」）、制御部３０は、無線モジュール２０から、本スキャンの結果
を取得して、その結果に基づいて、送信先リストを生成し、表示部１６に表示する（Ｓ２
１４）。つまり、事前スキャンに基づく送信先リストを保持している場合には、無線接続
要求を検知すると、制御部３０は、まず事前スキャンに基づく送信先リストを本スキャン
に基づく送信先リストに先立って画面に表示する。その後、本スキャンにより発見される
送信先を随時送信先リストに追加し表示する。
【００４０】
　次いで、制御部３０は、ユーザが表示された送信先リストに基づいて画像データの送信
先の指定を操作部１８を介して受け付けると（Ｓ２１６）、その指定された送信先へ画像
データを無線モジュール２０を介して送信する（Ｓ２１８）。
【００４１】
　ここで、制御部３０は、事前スキャンの送信先リストが表示された時点で、ユーザから
送信先の指定を受け付けることもできる。したがって、ユーザは、本スキャンに基づく送
信先リストが表示される前に事前スキャンに基づく送信先リストから送信先を指定して、
送信先への画像データを送信することもできる。つまり、より迅速に画像データの送信等
の処理を実行することができる。また、事前スキャンのスキャン期間を、本スキャンのス
キャン期間よりも短く設定することで、消費電力の増加を抑制することができる。また、
事前スキャンにより接続可能な無線端末（スレーブ）を発見できなかった場合には、一旦
無線モジュール２０への電力供給を停止することで、さらに消費電力の増加を抑制するこ
とができる。
【００４２】
　ところで、スキャンを実行することで、スレーブとなる無線端末から端末情報を取得す
ることができる。この端末情報には、無線端末の各種属性情報が含まれる。属性情報には
、ピコネット上においてその無線端末を識別するためのアドレスなどの他に、その無線端
末の画面において表示可能な表示サイズ（解像度）などが含まれる。ここで、デジタルカ
メラが保持する画像データの解像度と、送信先の無線端末において表示可能な画像データ
の解像度とは同一とは限らない。例えば、送信先の無線端末において表示可能な解像度が
、デジタルカメラが保持する画像データの解像度よりも小さい場合、無線端末は、デジタ
ルカメラから取得した画像データを表示できない場合がある。そこで、デジタルカメラが
画像データを送信する前に、送信先の無線端末における解像度に基づいて、その画像デー
タの解像度の変換を行っておくことが好ましい。しかし、画像データの解像度の変換には
ある程度の時間を要する。よって、制御部３０が、無線接続要求を検知した後に、画像デ
ータの解像度の変換処理を行うと、送信までの処理時間が長くなるおそれがある。一方、
上記の通り、スレーブとなる無線端末から取得した端末情報には、当該端末の解像度に関
する情報も含まれる。
【００４３】
　そこで、制御部３０は、事前スキャンにより、スレーブとなる無線端末を発見できた場
合には、送信対象の画像データの指定を受け付ける前に、その無線端末の解像度に合わせ
て、予め解像度変換した画像データを生成しておいてもよい。ここで、変換対象の画像デ
ータは、記憶部１４に記憶されたすべての画像データとしてもよい。しかし、すべての画
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像データが送信されるとは限らない。そこで、制御部３０は、表示部１６に表示された画
像データに限定して予め解像度変換した画像データを生成してもよい。なぜなら、表示さ
れた画像データは、その後ユーザにより選択されて、送信対象の画像データとなる可能性
が比較的高いからである。よって、そのような画像データについては予め送信先の候補と
なる無線端末の解像度に合わせて解像度変換した画像データを生成しておく。このように
予め解像度の変換した画像データを生成しておくことで、送信までの処理時間を短縮する
ことができる。なお、送信先の候補が複数存在し、各候補の解像度がそれぞれ異なる場合
には、それぞれの解像度に合わせて解像度変換した画像データを生成してもよい。あるい
は、最も低い解像度に合わせて解像度変換した画像データを１つ生成してもよい。
【００４４】
　また、上記の実施形態では、事前スキャンのトリガーとして表示要求を例に説明した。
しかし、例えば、制御部３０は、電源投入時に記憶部１４のメモリ残量を検出して、メモ
リ残量が所定の下限残量より小さい場合には、データ保存が困難な残量であると判断して
、事前スキャンを実行してもよい。つまり、電源投入時にメモリ残量が所定の下限残量よ
り小さい場合には、その後撮像することなどで得られた新たな画像データを記憶部１４に
保存できないため、無線通信によりネットワーク上の他の記憶装置にその新たな画像デー
タを送信することが予測される。そこで、制御部３０は、電源投入時にメモリ残量が所定
の下限残量より小さいことをトリガーとして、事前スキャンを実行してもよい。これによ
り、ユーザによるデータ送信指示の可能性を予測でき、より効率のよいスキャン、送信シ
ーケンスを実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本実施形態に係るデジタルカメラの機能ブロックを示す図である。
【図２】操作部を介してユーザからの表示要求が制御部に入力された場合に無線モジュー
ルが行う処理手順を示すフローチャートである。
【図３】ユーザが再生ボタンを押下するなどして操作部から画像データの表示要求が入力
された場合に制御部が実行する処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００４６】
　１０　撮像部、１２　画像処理部、１４　記憶部、１６　表示部、１８　操作部、２０
　無線モジュール、３０　制御部。
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